


桜
川
市

平
将
門
ゆ
か
り
の
地
を

　
　
　
　
　

た
ず
ね
て

全
国
ど
こ
で
も
そ
の
土
地

に
伝
わ
る
伝
説
が
あ
り
ま

す
。
関
東
各
地
に
は
、
平

た
い
ら
の
ま
さ
か
ど

将
門
伝

説
が
た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま
す
。

　

桜
川
市
内
に
も
、
岩
瀬
地
区
の

五ご

大だ
い

力り
き

堂ど
う

や
将
門
の
墓
と
伝
え
ら

れ
る
大
和
地
区
の
御み

門か
ど

の
御お

墓は
か

な

ど
将
門
ゆ
か
り
の
地
が
点
在
し
て

い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
市
内
の

主
な
将
門
ゆ
か
り
の
地
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
将
門
が
生
き
た
約

千
年
前
の
時
代
に
思
い
を
馳は

せ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
な

に
げ
な
い
普
段
の
景
色
も
視
線
を

変
え
て
み
る
と
思
わ
ぬ
発
見
が
あ

る
も
の
で
す
。

夢
を
追
い
求
め

時
代
を
駆
け
抜
け
た

武
将
・
平
将
門

　

平へ
い

安あ
ん

時
代
の
な
か
ば
、
桓か

ん

武む

天
皇
の
血
を
引
く
平へ

い

氏し

一
門
は

関
東
に
拠
点
を
つ
く
っ
て
繁
栄
し

ま
す
。
平
将
門
も
そ
う
し
た
貴
族

の
流
れ
で
、
は
じ
め
は
摂せ

っ

政
し
ょ
う

関か
ん

白ぱ
く

を
務
め
る
藤ふ

じ

原
わ
ら
の

忠た
だ

平ひ
ら

に
仕
え

て
い
ま
し
た
が
、
父
で
あ
る
平

た
い
ら
の

良よ
し

持も
ち

の
死
後
は
関
東
に
戻
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
関
東
で
は
領
地
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
次
第
に
一
族
の
抗

争
が
起
こ
る
よ
う
に
な
り
、
将
門

は
、
前
の
常ひ

た

ち陸
大だ

い

掾じ
ょ
う

で
親
戚
で
も

あ
る

源
み
な
も
と
の

護
ま
も
る

一
族
と
の
戦
闘
を
発

端
に
、
伯お

父じ

の
平

た
い
ら
の

国く
に

香か

を
討
ち
、

伯
父
の
平

た
い
ら
の

良よ
し

兼か
ね

ら
と
た
び
た
び

戦
い
ま
し
た
。

　

武
力
を
知
ら
れ
た
将
門
は
、
９

３
９
年
、
武む

蔵さ
し

国こ
く

司し

の
争
い
に
巻

き
込
ま
れ
、
さ
ら
に
常ひ

た

ち陸
国こ

く

司し

に

追
わ
れ
て
い
た
藤ふ

じ

原
わ
ら
の

玄は
る

明あ
き

を
抱

え
込
み
、
つ
い
に
常
陸
国
府
攻
撃

に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る

「
平
将
門
の
乱
」の
は
じ
ま
り
で
す
。

　

常
陸
国
府
を
制
圧
し
た
将
門

は
、
次
い
で
下し

も

野
つ
け
の

国く
に

、
上こ

う

野
づ
け
の

国く
に

の
国
司
も
追
放
し
、
自
ら
を
新し

ん

皇の
う

と
称
し
て
一
族
家
臣
を
関
東
各
地

の
国
司
に
任
命
し
、
東
国
の
独
立

を
宣
言
し
ま
し
た
。

　

朝
廷
は
、
乱
を
治
め
る
た
め

征せ
い

討と
う

軍ぐ
ん

を
つ
く
り
ま
す
が
上
手

く
い
か
ず
、
結
局
は
平
国
香
の

子
の
平

た
い
ら
の

貞さ
だ

盛も
り

や
藤ふ

じ

原
わ
ら
の

秀ひ
で

郷さ
と

ら
、

関
東
に
拠
点
を
持
つ
有
力
者
に

よ
っ
て
平
将
門
は
討う

た
れ
ま
し
た

（
９
４
０
年
）。

　

独
立
を
急
い
だ
平
将
門
は
倒
れ

ま
し
た
が
、
以
後
、
朝
廷
は
彼
ら

軍
事
貴
族
を
無
視
し
て
は
関
東
の

支
配
が
出
来
な
く
な
り
、
２
５
０

年
後
の
鎌
倉
幕
府
の
成
立
へ
と
時

代
は
進
ん
で
ゆ
き
ま
す
。

　

常ひ
た
ち
の陸

国く
に

を
は
じ
め
と
す
る
当
時

の
関
東
は
、
蝦え

夷ぞ

攻
撃
の
前
線
基

国道 50号線

県道石岡下館線

県
道
つ
く
ば
益
子
線

す
。
藤
原
玄
明
は
、
常ひ

た

ち陸
国こ

く

司し

と
対

立
し
て
将
門
を
頼
っ
た
土ど

豪ご
う

。
五ご

大だ
い

力り
き

の
祈
祷
で
将
門
軍
は
壊
滅
と
言
わ

れ
ま
す
。

3
常

じ
ょ
う

安あ
ん

寺じ

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ（

羽は
ね

田だ

地
区
）

　

将
門
の
正
妻
、
君き

み

の
御ご

前ぜ
ん

を
供
養

す
る
仏
像
と
言
わ
れ
、
光こ

う

背は
い

（
仏
像

の
背
後
に
つ
け
る
光
明
を
表
す
装
飾

で
、
現
在
は
廃
絶
。）
に
は
、「
天て

ん

慶
ぎ
ょ
う

元
（
９
３
８
）
年
」「
願が

ん

主し
ゅ

平へ
い

親し
ん

王の
う

将ま
さ

門か
ど

后
き
さ
き

持じ

仏ぶ
つ

也な
り

」
と
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
ま
す
。

4
将ま

さ

門か
ど

薬や
く

師し

堂ど
う

（
平

た
い
ら

地
区
）

　

平へ
い

氏し

一
族
が
住
ん
だ
の
が
地
名
の

語
源
と
言
わ
れ
、
元
は
延え

ん

命
み
ょ
う

院い
ん

（
同

所
）
の
境
内
に
あ
り
将
門
を
祀ま

つ

っ
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

5
后

き
さ
き

神じ
ん

社じ
ゃ

の
御ご

神し
ん

体た
い

（
大お

お

国く
に

玉た
ま

地

区
）

　

后
神
社
は
、
将
門
の
正
妻
、
君き

み

の

御ご

前ぜ
ん

を
祀ま

つ

り
ま
す
。
お
后

き
さ
き

に
ち
な
ん

で
地
名
が
木き

崎さ
き

に
な
っ
た
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。
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5

県
道
つ
く
ば
益
子
線

6
宝

た
か
ら

塚づ
か

（
大
国
玉
地
区
）

　

将
門
の
財
宝
を
埋
め
た
塚
だ
と
言

わ
れ
、
塚
の
上
に
は
稲い

な

り荷
社し

ゃ

の
小
さ

な
祠

ほ
こ
ら

が
あ
り
ま
す
。

7

平
た
い
ら
の

良よ
し

兼か
ね

の
墓
（
真ま

壁か
べ

町
ち
ょ
う

酒さ
か

寄よ
り

地
区
）

　

羽は

鳥と
り

地
区
に
は
平
良
兼
の
館
が
あ

り
、
将
門
が
攻
め
込
ん
だ
と
伝
え
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
は
後
に
病
死
し
た
良

兼
の
墓
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

8
大お

お

滝た
き

不ふ

動ど
う

（
真ま

壁か
べ

町
ち
ょ
う

羽は

鳥と
り

地

区
）

　

将
門
の
三
女
は
、
こ
の
大
滝
不
動

を
信
仰
し
て
滝た

き

夜や

叉し
ゃ

と
な
り
、
不ふ

動ど
う

明
み
ょ
う

王お
う

の
力
で
将
門
一
門
の
復
興
を

目
指
し
ま
し
た
が
源

み
な
も
と
の

頼よ
り

信の
ぶ

に
敗
れ

た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　

 

ほ
か
に
、
中な

か

丸ま
る

木き

・
御み

堂ど
う

の
越こ

し

の
碑
・
中な

か

根ね

薬や
く

師し

堂ど
う

の
碑
・
将
門

石
・
高
久
神
社
・
栗
山
・
金
敷
・
曽そ

根ね

平へ
い

新し
ん

皇の
う

像
・
平
良
兼
館
跡
・
羽
鳥

平
塚
・
山
尾
の
か
っ
た
て
祭
・
と
う

か
原
・
キ
ッ
ト
ン
場
・
羽
黒
神
社
な

ど
数
多
く
の
将
門
伝
承
地
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館

（

０
２
９
６-

55-

０
５
５
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
と
な
り
、
大
き
な
税
負
担
と
頻ひ

ん

発ぱ
つ

す
る
反
乱
と
に
苦
し
め
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
地

方
の
時
代
を
主
張
し
た
平
将
門
は

人
々
の
ヒ
ー
ロ
ー
と
な
り
、
数
多

く
の
伝
説
が
生
ま
れ
る
の
で
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

1
五ご

大だ
い

力り
き

堂ど
う

（
池い

け

亀が
め

地
区
）

　

池
亀
地
区
に
籠こ

も
っ
た
将
門
を
討

つ
た
め
、
藤ふ

じ

原
わ
ら
の

秀ひ
で

郷さ
と

が
日に

ち

乗
じ
ょ
う

上
し
ょ
う

人に
ん

に
調

ち
ょ
う

伏ぶ
く

祈
願
を
依
頼
。
上
人
は
五ご

大だ
い

力り
き

像ぞ
う

を
作
り
三
日
三
晩
の
祈
祷
を

し
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
周
辺

は
将
門
伝
説
の
地
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。

2
藤ふ

じ

原
わ
ら
の

玄は
る

明あ
き

の
墓
（
池い

け

亀が
め

地
区
）

　

元
は
将
門
の
墓
と
伝
え
ら
れ
ま

3

8
7

4

5

6

21

御

その一族を供養した石塔と伝えられ、将門をその一族を供養した石塔と伝えられ、将門を

源とも伝えられます。また、大国玉神社周辺は将門の父

御
み

門
かど

の御
お

墓
はか

（大
おお

国
くに

玉
たま

地区）

　大
おお

国
くに

玉
たま

神社の西、三
み

門
かど

地区には将
まさ

門
かど

の屋敷があり、この御墓は将門や

その一族を供養した石塔と伝えられ、将門を帝
みかど

と呼んだことが地名の語

源とも伝えられます。また、大国玉神社周辺は将門の父・平
たいらの

良
よし

持
もち

の領

地で、雨
あま

引
びき

小学校（本
もと

木
ぎ

地区）には敵方の源
みなもとのまもる

護の拠点があったとも伝

えられます。

た
い
ら
の
　
ま
　
さ
　
か
　
ど

た
い
ら
の
　
ま
　
さ
　
か
　
ど

た
い
ら
の
　
ま
　
さ
　
か
　
ど

た
い
ら
の
　
ま
　
さ
　
か
　
ど

た
い
ら
の
　
ま
　
さ
　
か
　
ど

た
い
ら
の
　
ま
　
さ
　
か
　
ど
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優　

勝
﹇
長な

が

岡お
か

チ
ー
ム
﹈

『
暑
さ
な
ん
か
に

　

 

負
け
な
い
ぞ
！
』

　

７
月
30
日
（
日
）、
真
壁
運
動

場
を
会
場
に
桜
川
市
子
ど
も
会
育

成
連
合
会
主
催
の
「
第
１
回
桜
川

市
子
ど
も
会
中
央
球
技
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
地
区
予
選
会
（
68

チ
ー
ム
参
加
）
を
勝
ち
抜
い
た
16

チ
ー
ム
が
参
加
。
梅
雨
明
け
の
強

い
日
ざ
し
の
中
、
子
ど
も
達
の
元

気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
が
続
き
ま

し
た
。
結
果
、
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
の
部
で
は
「
塙
世
チ
ー
ム
」・

女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
部
で
は

「
長
岡
チ
ー
ム
」
が
優
勝
を
飾
り

ま
し
た
。

　

な
お
、
女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の

部
の
優
勝
・
準
優
勝
の
長
岡
・
亀

熊
の
両
チ
ー
ム
は
、
９
月
23
日
に

水
戸
市
青
柳
公
園
市
民
体
育
館
で

開
催
さ
れ
る
、「
第
３
回
茨
城
県

子
ど
も
会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
」

に
出
場
し
ま
す
。
両
チ
ー
ム
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〜 

塙
は
な
わ

世ぜ

（
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
、
長な

が

岡
お
か

（
女
子
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
）
が
優
勝 

〜

第
１
回　

桜
川
市
子
ど
も
会
中
央
球
技
大
会

準
優
勝
﹇
亀か

め

熊く
ま

チ
ー
ム
﹈

第
３
位
﹇
古ふ

る

城し
ろ

パ
ー
プ
ル
ズ
チ
ー
ム
﹈

第
３
位
﹇
御ご

ち
ょ
う
な
い

町
内
チ
ー
ム
﹈

優　

勝
﹇
塙は

な
わ
ぜ世

チ
ー
ム
﹈

準
優
勝
﹇
羽は

と

り

た

け

鳥
竹
の
子こ

チ
ー
ム
﹈

第
３
位
﹇
酒さ

か
よ
り寄

チ
ー
ム
﹈

第
３
位
﹇
羽は

ぐ
ろ
ち
ゅ
う
お
う

黒
中
央
チ
ー
ム
﹈

女子ドッジボールの部 男子ソフトボールの部

 介護保険料の年金からの天引きは
10月からこのようになります

　これまで、障害者年金もしくは遺族年金のみ受給の方には不便をおかけしておりましたが、法改正に

より今年度から、保険料の年金からの天引きが可能になりました。ただし他の年金同様、受給年額 18万

円以上の方が対象になります。

　介護保険年間保険料は、本年度より３年間は下表の通りとなり前年に比べ増額になりました。また、

税制改正により段階が上がる場合もあります。仮徴収期間である４月・６月・８月の天引き額は、本年

度の段階が未確定のため、２月（17年度最終期）の額と同額で算出しておりました。保険料の増額分は、

今年の 10月分と 12月分、来年の２月分で調整させていただきますので、ご理解のほどよろしくお願い

いたします。

　なお、仮徴収期間が納付書払いだった方の４月～８月の額は前年の段階を基に算出いたしました。

参考例：第４段階に該当し８月まで各期 5,100 円ずつ支払った方の場合

●障害者年金、遺族年金からも天引きいたします

●保険料の見直しなどによる増額に対しご理解をお願いいたします

年間保険料額

（下表参照）

第４段階の額

44,400 円

４・６・８月に支払った

保険料額

5,100 円×３回

計 15,300 円

10・12・２月に天引き

される保険料額

9,700 円×３回
計 29,100 円

- =

●所得段階別保険料（平成 18～ 20 年度）

■問合せ先／介護長寿課　 0296-75-3111・内線 2331

段　　　階 対　　　　　　象　　　　　　者 年間保険料額 前年段階

第１段階
生活保護受給の方。本人を含め世帯全員が市民税非課税

の老齢福祉年金受給の方。
22,200 円 (第１段階)

第２段階
本人を含め世帯全員が市民税非課税で、かつ前年の課税

年金収入と所得が合わせて80万円未満の方。
22,200 円 (第２段階)

第３段階
本人を含め世帯全員が市民税非課税で、２段階に該当し

ない方。
33,300 円 (第２段階)

第４段階
(基準額 )

本人は市民税非課税であるが、世帯の内誰かが市民税が

課税されている方。 44,400円
(第３段階)

(基準額)

第５段階
本人が市民税を課税されており、前年の所得が200万円

未満の方。
55,500 円 (第４段階)

第６段階
本人が市民税を課税されており、前年の所得が200万円

以上の方。
66,600 円 (第５段階)

※ 4段階・５段階の方のうち、税制改正による老年者控除廃止等の影響によって段階が上昇した場合に

限り、来年度までは減額の措置をいたします。
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岩瀬・真壁・常
ひたち

陸大
やまと

和ライオンズクラブから優勝旗の寄贈

「
青
木
堰
や
用
水
掘
の
管
理
は
大
切
な
仕
事
で
す
。
」
と

除
草
作
業
に
汗
を
流
す
大
和
桜
川
地
区
水
利
組
合(

青

木
地
区)

の
み
な
さ
ん

大和桜川地区水利組合のみなさんが青
あお

木
き

堰
ぜき

周辺を除草作業

News＆ Topics

吸
い
殻
の
落
ち
て
い
な
い
き
れ
い
な
街
を
願
っ
て
Ｊ
Ｒ

や
ま
と
駅
周
辺
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
た
、
真
壁
・

大
和
た
ば
こ
小
売
組
合
女
性
部
の
み
な
さ
ん

真壁・大和たばこ小売組合女性部がクリーン作戦

様
々
な
活
動
を
と
お
し
て
社
会
参
加
を
目
指
す
「
ス
マ

イ
ル
の
会
」
の
み
な
さ
ん
の
絵
て
が
み
や
水
彩
画
な
ど

の
力
作
が
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

「スマイルの会」のみなさんが絵てがみ展を開催

実
を
付
け
た
ひ
ょ
う
た
ん
の
中
に
は
10
キ
ロ
を
超
え
る

物
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
台
風
の
時
な
ど
は
実
が

ぶ
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
ヒ
モ
で
吊
す
そ
う
で
す
。

ビニールハウスの中でひょうたんが鈴なり

平
成
18
年
度
茨
城
県
民
総
合
体
育
大
会
で
準
優
勝
を
し
、

第
12
回
関
東
・
東
北
壮
年
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
出
場

を
決
め
た
太
平
洋
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

太平洋クラブが関東・東北壮年軟式野球選手権大会に出場

　「スマイルの会」（精神保健デイケア）のみなさん

の、絵てがみや水彩画の作品展が岩瀬福祉センター

で開催されました。

　スマイルの会は、家に閉じこもりがちの人や、人

との付き合いがうまく出来ない人たちが集まって活

動している団体で、精神ボランティアのみなさんの

協力によって毎週火曜日に岩瀬福祉センターで、創

作活動や環境美化運動・畑作業でさつまいも作り・

調理実習およびスポーツなどを行って社会参加をめ

ざしています。同会の問い合わせは、健康推進課・

予防係（　0296－75－2486）までお願いいたし

ます。

　木
き

村
むら

健
けん

一
いち

さん（真壁町伊佐々地区）の宅地のビニー

ルハウスで、約 150 個のひょうたんがたわわに実

をつけました。

　同氏の趣味としてのひょうたんづくりは、5年前

に収穫したばかりのひょうたんをもらったことが

きっかけで、自己流でスタート。３年前からは、イ

ンターネットで得た栽培マニュアルを基に栽培して

います。「収穫後の水漬けによる中身の除去が一番

大変な作業です。」と木村さん。

　最近は、近所の栽培仲間とひょうたんの里を目指

して組織化も検討しているそうです。

　北茨城市民球場をメイン会場に開催された、平成

18年度茨城県民総合体育大会で、太平洋クラブ（岩

瀬地区）が軟式野球成年の部で準優勝に輝きました。

大会には、県内各地区の予選を勝ち抜いた 16チー

ムが参加。同クラブは準決勝まで順調に勝ち進み決

勝戦で全東海（東海村）と対戦。結果、準優勝とな

りました。

　これにより、さいたま市で開催される「第 12回

関東・東北壮年軟式野球選手権大会」の出場を決め

ました。代表者の仲
なか

見
み

川
がわ

さん（写真：後列左側）は、

「今回の様な大きな大会に出場するのは初めてです。

まずは 1勝を目標に頑張ります。」と力強く述べて

いました。

　「第 1回桜川市子ども会中央球技大会」（詳細は

４頁に掲載）の開催に際して、岩瀬・真壁・常陸大

和ライオンズクラブから、市子ども会育成連合会に

優勝旗２旗（男子ソフトボール・女子ドッジボール）

の寄贈がありました。

　この大会は、桜川市として初めての大会となるも

ので、子ども達がスポーツを通じて健康で明るい心

身の育成と地区子ども会の友好親善を目的に開催さ

れました。「今回は、青少年健全育成の事業の一環

として行ったもので、子ども達がスポーツを通じて

心身共にすくすくと成長してくれることを願ってい

ます。」とライオンズクラブのみなさん。

　大和桜川地区水利組合のみなさんが草刈機を手に

青木堰（青木地区）周辺の除草作業をしました。

　青木堰は、二
にの

宮
みや

尊
そん

徳
とく

が築いたもので歴史は古く、

元禄期（1690 年代）までは幕府領として修復され

てきましたが、その後は村負担となったために十分

な修理ができず水田は荒廃し収穫は激減しました。

　天保４（1833）年、村名主からの救済の嘆願書

が桜町陣屋（栃木県二宮町）の二宮尊徳の心を動か

し築かれたものです。参加されたみなさんは、「こ

の青木堰は二宮尊徳先生ゆかりの堰で、後世に残し

ていきたいものです。」と述べていました。

　愛煙家に喫煙のマナーを守ってもらおうと、真壁・

大和たばこ小売組合女性部のみなさん 19人が、Ｊ

Ｒやまと駅周辺でクリーン作戦を行いました。これ

は、同女性部が吸い殻の落ちていないきれいな街を

願って、毎年実施しているもので、約 1時間を費

やしたごみ拾いは、たばこの吸い殻や空き缶などで、

ごみ袋が一杯になりました。

　きれいに見えても、よく見るとたくさんの吸い殻

が捨てられています。たばこやゴミのポイ捨ては止

めて、みんなできれいな街を守っていくようにしま

しょう。また、たばこは喫煙場所で吸うか携帯灰皿

などを持ち歩くようにしましょう。

岩
瀬
・
真
壁
・
常
陸
大
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
役
員
の

方
か
ら
、
石
川
教
育
長(

写
真　

左
か
ら
２
番
目)

と
櫻

井
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
会
長(

写
真　

左
側)

に
優
勝

旗
２
旗
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

:
:
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※
市
税
は
納
期
内
に
納
め
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く

簡
単
で
便
利
な
納
付
方
法
と

し
て
、
口
座
振
替
制
度
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

９
月
の

　

納
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税  　

４
期

納
期
限:

10
月
２
日
（
月
）

筑
西
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

各
種
講
座
の
参
加
者
募
集

筑
西
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

 

エ
ク
セ
ル
習
得
講
座

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
10
月
２

日
（
月
）、
５
日
（
木
）、
12
日

（
木
）、16
日
（
月
）、19
日
（
木
）、

23
日
（
月
）【
全
６
回
】
18
時

30
分
〜
21
時
30
分

・  

申
込
期
間
／
9
月
20
日
（
水
）

〜
27
日
（
水
）

 

品
質
管
理
初
級
講
座

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
10
月
16

日
（
月
）
〜
21
日
（
土
）【
全
６
回
】

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

・  

申
込
期
間
／
９
月
20
日
（
水
）

〜
28
日
（
木
）

 

品
質
管
理
中
級
講
座

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
10
月
23

日
（
月
）
〜
28
日
（
土
）【
全
6
回
】

18
時
30
分
〜
20
時
30
分

・ 

申
込
期
間
／
10
月
2
日
（
月
）

〜
12
日
（
木
）

看
護
師
募
集
（
随
時
）

県
西
総
合
病
院

■
応
募
資
格
／
新
卒
者
・
経
験
者

35
歳
ま
で

■
採
用
方
法
／
面
接
に
よ
る
選
考

■
提
出
書
類
／
履
歴
書
・
卒
業
見

込
証
明
書
・
成
績
証
明
書
・
免
許

証
（
写
し
）・
健
康
診
断
書
（
面

接
日
に
当
院
で
実
施
可
）

■
給
与
・
手
当
等
／
当
院
規
定
に

よ
る
（
身
分
は
地
方
公
務
員
）

■
問
合
先
／
県
西
総
合
病
院

総
務
課
（

０
２
９
６-

75-

３
１
７
１
代
表
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

「
知
事
と
語
ろ
う
『
明
日
の

茨
城
』」
参
加
者
募
集

 

県
西
地
方
総
合
事
務
所県

民
生
活
課

　

県
政
に
つ
い
て
橋
本
知
事
と
意

見
交
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
聞
く

だ
け
で
も
最
新
の
県
政
の
動
き
が

わ
か
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
応
募
方
法
／
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
（
い
ず
れ
も
可
）
に
、

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職

業
・
電
話
番
号
を
明
記
し
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
対
象
／
20
歳
以
上
の
方

■
応
募
締
切
／
9
月
29
日
（
金
）

 

筑
西
会
場

・ 

日
時
／
10
月
23
日
（
月
）
10
時

〜
12
時

・ 

会
場
／
筑
西
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
（
下
館
駅
前
ス
ピ
カ
ビ

ル
６
階
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
茨
城
県

県
西
地
方
総
合
事
務
所
県
民
生
活

課
（
〒
３
０
８-

８
５
１
０
筑
西
市

二
木
成
６
１
５
／

０
２
９
６-

24-

９
０
７
４
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
９
６-

24-

２
３
５
７
・E

-m
a
il : seisok

en
m

in
@
p
ref.ib

a
ra
k
i.lg
.jp

）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

『
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
桜
川
』

参
加
者
募
集

桜
川
市
体
育
協
会

　

『
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク
桜
川
』

は
、
歩
き
な
が
ら
楽
し
く
健
康

づ
く
り
を
考
え
ま
す
。
ど
な
た
で

も
気
軽
に
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
み
ん
な
で
健
康
づ
く
り
を
実

践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
10
月
9
日
（
月
・
祝
日
）

・
受
付
／
８
時
15
分
〜
８
時
45
分

・ 

ス
タ
ー
ト
／
９
時
〜
（
小
雨
決

行
、
雨
天
の
場
合
は
中
止
）（
態

度
決
定
は
、
午
前
６
時
30
分
）

■
集
合
場
所
／
桜
川
市
総
合
運
動

公
園

■
コ
ー
ス
／
桜
川
市
総
合
運
動
公

園　

富
谷
山
（
富
谷
観
音
・
富
谷

山
ふ
れ
あ
い
公
園
）　

桜
川
市
総

合
運
動
公
園
（
約
12
キ
ロ
）

※
富
谷
観
音
に
て
住
職
の
講
話
が

あ
り
ま
す
。

■
対
象
／
小
学
4
年
生
以
上
の
健

康
に
自
信
の
あ
る
方
。（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
。）
市
内
在
住
・

在
勤
の
方
に
限
る
。

■
携
帯
品
／
昼
食
・
水
筒
・
雨
具

（
歩
き
や
す
い
靴
、
服
装
）

■
当
日
連
絡
先
／
岩
瀬
体
育
館

（

０
２
９
６-

75-

６
６
０
０
）

■
参
加
費
／
無
料
（
保
険
は
体
育

協
会
に
て
加
入
）

■
募
集
人
員
／
先
着
2
百
名

■
募
集
期
間
／
9
月
15
日
（
金
）

〜
9
月
29
日
（
金
）
ま
で

■
申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
直

接
、
次
の
申
込
先
ま
で
（
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
確
認
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

体
育
協
会
事
務
局
（

０
２
９
６

-

55-

１
１
１
１
・
内
線
３
２
２
３
）

／
岩
瀬
体
育
館
（

０
２
９
６

-

75-

６
６
０
０
）・
大
和
中
央

公
民
館
（

０
２
９
６-

58-

７
１
１
７
）・
真
壁
第
1
体
育
館

（

０
２
９
６-

54-

０
７
５
３
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

 
（
財
）
関
東
電
気
保
安
協
会

下
館
事
業
所

　

財
団
法
人　

関
東
電
気
保
安
協

会
下
館
事
業
所
で
は
、
電
気
事
業

法
に
基
づ
き
、
本
年
８
月
か
ら
来

年
１
月
ま
で
桜
川
市
各
地
区
に
お

い
て
、
各
家
庭
の
電
気
設
備
の
安

全
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

制
服
着
用
で
、
腕
章
・
写
真
入

り
調
査
員
証
を
つ
け
た
調
査
員
が

お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
物
品
な
ど
の
販
売
や
金

銭
な
ど
を
請
求
を
す
る
こ
と
は
一

切
あ
り
ま
せ
ん
。

■
10
月
の
日
程
／
桜
川
市
真
壁
町

長
岡
・
原
方
・
白
井
・
桜
井
・
古

城
・
山
尾
・
椎
尾
・
真
壁
・
亀
熊

の
各
地
区

■
訪
問
時
間
／
9
時
〜
16
時

■
問
合
先
／
（
財
）
関
東
電

気
保
安
協
会
下
館
事
業
所
（

０
２
９
６-

22-

５
５
２
５
）

 

平
成
18
年
度
新
入
社
員

フ
ォ
ー
ロ
ア
ッ
プ
研
修

・ 

実
施
日
お
よ
び
時
間
／
10
月
６

日
（
金
）、７
日
（
土
）【
２
日
間
】

９
時
〜
16
時

・  

申
込
期
間
／
9
月
20
日
（
水
）

〜
29
日
（
金
）

 

エ
ク
セ
ル
応
用
講
座

・
実
施
日
お
よ
び
時
間
／
10
月
7

日
（
土
）、14
日
（
土
）、21
日
（
土
）

【
全
3
回
】
9
時
〜
16
時

■
申
込
方
法
／
各
講
座
と
も
受
講

申
請
書
に
ご
記
入
の
上
、
受
講
料

を
添
え
て
訓
練
セ
ン
タ
ー
窓
口
に

て
お
申
込
く
だ
さ
い
。
定
員
、
受

講
料
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
筑
西
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
下
泉
６
２
５-

１
・

０
２
９
６-

75-

１
２
５
４
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

岩
瀬
高
校
開
放
講
座
受
講
生

募
集

岩
瀬
高
校
開
放
講
座
実
施
委
員
会

 

手
話
講
座

・ 

実
施
日
／
10
月
13
日
（
金
）、

12
月
１
日
（
金
）、
12
月
22
日

（
金
）・
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

・ 

対
象
者
／
県
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
成
人
お
よ
び
青
少
年

・
定
員
／
20
人

・ 

受
講
料
／
無
料（
受
講
者
に
還
元

さ
れ
る
も
の
は
受
講
者
負
担
）

・
申
込
期
限
／
9
月
30
日
（
土
）

■
申
込
方
法
／
希
望
講
座
名
・
住

所
・
氏
名
・
職
業
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
岩
瀬
高
校
開

放
講
座
実
施
委
員
会
（
〒
３
０
９-

１
２
９
４
桜
川
市
岩
瀬
１
５
１
１-

１
・

０
２
９
６-

75-

２
４
７
５
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

市
民
祭
第
１
回
作
品
展
出
品

募
集

文
化
課

■
開
催
期
日
／
10
月
27
日
（
金
）

〜
31
日
（
火
）

■
開
催
場
所
／
大
和
中
央
公
民

館
、
大
和
総
合
体
育
館

■
種
目
／
絵
画
、
書
道
、
写
真
、

彫
刻
、
俳
句
、
里
謡
、
ペ
ン
習
字
、

短
歌
、
詩
、
陶
芸　

皮
工
芸
、
手

芸
、
七
宝
、
御
殿
ま
り
、
パ
ン
フ

ラ
ワ
ー
、
籐
工
芸
、
そ
の
他

 

出
品
規
定

・
資
格
／
桜
川
市
在
住
、
在
勤
者

・ 

点
数
／
種
目
に
限
ら
ず
１
人
１

点
ま
で

■
申
込
期
限
／
9
月
22
日
（
金
）

（
期
限
厳
守
。
締
切
後
、
受
け
付

け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。）

 

搬
入
・
搬
出

・ 

搬
入
／
10
月
26
日
（
木
）
13
時
〜

・ 

搬
出
／
11
月
１
日
（
水
）
９
時

〜
12
時

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
教
育
委
員

会
文
化
課
（

０
２
９
６-

55-

１
１
１
１
代
表
）
※
搬
入
・
搬

出
は
必
ず
本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

市
長
と
語
ろ
う
！
「
市
民
の
日
」

秘
書
広
報
課

　

皆
さ
ん
の
声
を
行
政
に
反
映
す

る
た
め
に
、
市
長
と
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な
ん
で
も

結
構
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

■
日
時
／
9
月
25
日
（
月
）
9
時

〜
16
時

■
場
所
／
真
壁
庁
舎
1
階
会
議
室

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（

０
２
９
６-

58-

５
１
１
１
・
内

線
１
２
６
７
）

※
次
回
の
『
市
民
の
日
』
は
、
10

月
23
日
（
月
）
岩
瀬
庁
舎
１
階
会

議
室
で
行
い
ま
す
。

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

家
族
会
定
例
会筑

西
地
方
家
族
会

　

筑
西
地
方
家
族
会
で
は
、
家
族

で
は
抱
え
き
れ
な
い
問
題
や
同
じ

悩
み
を
持
つ
家
族
が
集
ま
り
、
精

神
保
健
に
関
す
る
正
し
い
知
識

の
普
及
や
正
し
い
情
報
を
提
供
し

あ
っ
て
い
ま
す
。
奇
数
月
第
４
火

曜
日
に
、
筑
西
保
健
所
２
階
会
議

室
で
、定
例
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
『
家
族

会
』
を
訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

■
今
後
の
家
族
会
の
予
定
／
9
月

26
日
（
火
）、
11
月
28
日
（
火
）、

平
成
19
年
1
月
23
日
（
火
）、
同

年
3
月
27
日
（
火
）

※
家
族
会
で
は
、
社
会
復
帰
施
設

の
小
規
模
作
業
所
も
運
営
し
て
お

り
ま
す
。

■
問
合
先
／
筑
西
地
方
家
族
会
共

同
作
業
所
（

０
２
９
６-

22-

４
１
６
３
）・
筑
西
地
方
家
族

会
長　

古
池
源
造
（

０
２
９
６

-

52-

２
７
４
３
）

●　
　

●　
　

●　
　

●　
　

●

電
気
設
備
の
安
全
調
査

募　

集

お
知
ら
せ

⇒

⇒

平成 18年
事業所･企業統計調査

10 月 1 日、平成 18 年事業所・

企業統計調査が全国一斉に行われ

ます。調査の結果は、国、県、市

町村のこれからの地域開発や都市

計画など私たちの生活をより良く

するために必要な基礎資料となり

ます。９月下旬から調査員が各事

業所へ調査票をお届けいたします

ので、必ずお受け取りになっても

れなくご記入下さい。調査票を配

布・回収する調査員は、「調査員証」

を携行していますので、安心して

調査にご協力をお願いします。

■問合先 / 総務省統計局・茨城県

企画部統計課・桜川市企画課統計係

調査のお知らせ
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第1回
桜川市小学校陸上記録会
　桜川市総合運動公園多目的広場において、市内の各小学校 11 校

の 5・6年生 983 人による「第 1回桜川市小学校陸上記録会」が開

催されました。

　選手たちは、短距離・長距離走、走り幅跳びなど 7種目の競技で、

力一杯練習の成果を発揮し記録に挑みました。

　主な記録は次のとおりです。（敬称略・3位まで）

種　　目 学　年
1　　　　位 2　　　　 位 3　　　　位

氏　　名 校 記　　録 氏　　名 校 記　　録 氏　　名 校 記　　録

100m走

5年　男 根本　大輝 雨 14秒 9 上久保竣平 南 15秒 5 保坂　　駿 羽 15秒 9

5 年　女 雨谷　果林 羽 15秒 5 佐藤映里香 雨 15秒 7 青木　　彩 岩 16 秒 3

6 年　男 高橋　光悦 岩 13秒 7 小林　大輝 岩 13秒 8 成田　晶裕 雨 14秒 3

6 年　女 塚田　歩未 樺 15秒 3 大関寿美加 真 15秒 5 渡邊　里恵 大 15秒 6

60m

ハードル

5年　男 古橋　康平 雨 11秒 1 浦田　隼弥 岩 12秒 2 柿沼　大智 真 12秒 4

5 年　女 小河原果奈 紫 11秒 6 手塚奈津美 岩 12秒 4 廣澤　美咲 坂 12秒 8

6 年　男 仲田　昂平 岩 10秒 8 海老沢亮太 紫 10秒 9 古池　翔平 谷  11 秒 3

6 年　女 麻尾　紗希 猿 10秒 8 今井　珠里 坂 10秒 9 大塚　奈南 坂  11 秒 1

800m走
5年　女 飯田　絢香 樺 2分 51秒 5 川那子紗季 坂 2分 53秒 0 市塚　明穂 坂 2分 55秒 3

6 年　女 中野　結衣 羽 2分 47秒 9 小泉　明香 羽 2分 49秒 9 佐藤　衣莉 真 2分 52秒 7

1000m走
5年　男 清水　　翼 岩 3分 32秒 2 細谷　恭平 羽 3分 35秒 4 中澤　和哉 雨 3分 36秒 6

6 年　男 郡司　拓弥 坂 3分 24秒 3 菊池　航生 南 3分 24秒 4 増渕　圭佑 雨 3分 24秒 5

走り幅跳び

5年　男 常盤　拓幹 紫 ３m64 田中　秀樹 岩 ３m39 西岡　夏輝 真 ３m35

5 年　女 寺西　杏子 樺 ３m32 飯島　夏生 樺 ３m23 深谷　真美 坂 ３m10

6 年　男 大吉　海輝 樺 ４m02 細内　裕太 南 ３m96 松山　大輝 真 ３m73

6 年　女 中庭　芳美 樺 ３m50 堀田　沙希 岩 ３m40 堀田　らな 岩 ３m37

走り高跳び

5年　男 藤野　啓吾 大 １m13 柴田凌太朗 岩 １m05 野中　敬太 羽 １m05

5 年　女 久保優布子 坂 １m15 久下　敦子 樺 １m12 麻尾　梨香 猿 １m09

6 年　男 藤田　朔弥 岩 １m25 持田　泰誠 坂 １m25
山中　圭佑

黒須　皓貴

樺

紫
１m19

6 年　女 添野日奈子 雨 １m24 前道　静香 岩 １m18 本多　智江 羽 １m18

ボール

スロー

5年　男 櫻井　勇斗 紫 45m50 小山　雄規 真 41m62 吉田　大輝 南 41m54

5 年　女 長堀　真美 南 26m79 二瓶　公美 紫 26m67 吉田妃佳利 紫 26m27

6 年　男 小林　勇斗 雨 60m64 入田　雅人 真 54m04 宮崎　真吾 猿 53m85

6 年　女 石塚　　綾 南 41m37 上原ちほみ 真 34m91 道口　舞子 紫 32m01

400m

リレー

5年　男 雨 引 小 学 校 １分 05秒 2 羽 黒 小 学 校 １分 05秒 4 南 飯 田 小 学校 １分 05秒 9

5 年　女 樺 穂 小 学 校 １分 07秒 1 紫 尾 小 学 校 １分 07秒 6 羽 黒 小 学 校 １分 07秒 9

6 年　男 岩 瀬 小 学 校 58秒 9 雨 引 小 学 校 １分 01秒 0 樺 穂 小 学 校 １分 01秒 7

6 年　女 坂 戸 小 学 校 １分 01秒 8 羽 黒 小 学 校 １分 03秒 4 真 壁 小 学 校 １分 03秒 4

100m走100m走

60m

ハードルハードル

800m走

1000m走

800m走

走り幅跳び

走り高跳び走り高跳び

ボール

スロー

400m

リレー

400m

リレー

学
校
の
代
表
と
し
て
精
一
杯
記
録
に
挑
む
子
ど
も
達

※岩：岩瀬小学校・坂：坂戸小学校・南：南飯田小学校・羽：羽黒小学校・猿：猿田小学校・雨：雨引小学校・大：大国小学校・

　真：真壁小学校・紫：紫尾小学校・谷：谷貝小学校・樺：樺穂小学校

史
民
俗
資
料
館
だ
よ
り

歴

No.11

 0296-55-0556

FAX 0296-20-7108
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平
成
15
年
度
か
ら
3
年
間
に
わ

た
り
教
育
委
員
会
が
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
、
桜
川
市
真
壁
町
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
対
策
調
査
が
完

了
し
、
調
査
報
告
書
「
真
壁
の
町

並
み
」
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
と
も
な
い
、
地
域
住
民

の
方
々
に
「
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
制
度
」
お
よ
び
「
真
壁
の

町
並
み
」
を
よ
り
知
っ
て
頂
く
た

め
、
8
月
6
日
（
日
）、
真
壁
福

祉
セ
ン
タ
ー
2
階
集
会
室
に
お
い

て
、報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
は
、
主
催
者
桜
川
市

教
育
長 

石
川 

稔
を
は
じ
め
関
係

職
員
と
、
来
賓
に
桜
川
市
長 

中な
か

田た 

裕
ひ
ろ
し 

氏
、
茨
城
県
議
会
議
員 

白は
く

田た 

信の
ぶ

夫お 

氏
、
茨
城
県
教
育
委

員
会 

川か
わ

上か
み 

敬け
い

一い
ち 

氏
を
迎
え
、
さ

ら
に
市
民
の
み
な
さ
ん
１
３
０
人

が
参
集
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
文
化
庁
文
化

財
部
参
事
官
付
調
査
官 

坊ぼ
う

城
じ
ょ
う 

俊と
し

成な
る 

氏
の
「
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
制
度
と
真
壁
の
町
並
み
」

と
題
す
る
講
演
が
な
さ
れ
、「
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
と

は
、
歴
史
的
風
致
の
町
並
み
に
住

み
、
周
辺
環
境
と
の
一
体
的
な
保

存
を
計
る
地
域
と
行
政
が
保
存
の

両
輪
と
な
る
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く

り
で
す
。」
と
の
提
言
は
印
象
的

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
調
査
報
告
が
調
査
担

当
の
諸
先
生
方
よ
り
、
中
世
か
ら

現
代
ま
で
約
８
０
０
年
余
の
歴
史

的
・
文
化
的
な
分
析
に
加
え
、
色

彩
的
に
見
た
町
の
景
観
な
ど
が
次

の
よ
う
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

■
調
査
概
要
／
河か

わ

東
ひ
が
し 

義よ
し

之ゆ
き 

氏

（
千
葉
工
業
大
学
）

■
中
世
真
壁
城
下
町
の
復
元
／
寺て

ら

崎ざ
き 

大ひ
ろ

貴き 

氏
（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

■
近
現
代
真
壁
の
空
間
構
成
／
中な

か

野の 

茂し
げ

夫お 

氏
（
筑
波
大
学
）

■
真
壁
の
暮
ら
し
と
民
俗
／
宮み

や

内う
ち  

貴た
か

久ひ
さ 

氏
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
）

■
真
壁
の
町
並
み
と
建
築
／
河か

わ

東
ひ
が
し 

義よ
し

之ゆ
き 

氏
（
千
葉
工
業
大
学
）

■
町
並
み
景
観
調
査
／
野の

中な
か 

勝か
つ

利と
し 

氏
（
筑
波
大
学
）

■
歴
史
的
資
源
と
そ
の
保
存
／
藤ふ

じ

川か
わ 

昌ま
さ

樹き 

氏
（
筑
波
大
学
）

　

参
加
者
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、

く
ら
し
の
中
に
生
き
る
真
壁
の
町

並
み
が
よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、

改
め
て
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
一

員
と
し
て
認
識
で
き
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、
市
お
よ
び
教
育
委
員
会

で
は
、
こ
の
報
告
書
に
基
づ
き
、

真
壁
地
区
に
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
制
度
の
導
入
を
図
り
、
歴

史
的
建
造
物
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

真
壁
藍
保
存
会
は
、
江
戸
時

代
後
期
か
ら
真
壁
地
方
で
親
し

ま
れ
て
き
た
藍
染
め
を
継
承
し

よ
う
と
、
旧
真
壁
町
の
草
木
染

愛
好
者
を
中
心
に
平
成
14
年
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
徳
島
産
の
染

す
く
も

と
灰あ

汁く

に
よ
る
藍
建
て
で
、
日

本
古
来
の
技
法
に
こ
だ
わ
り
、

化
学
染
料
を
い
っ
さ
い
使
わ
な

い
藍
染
め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
設
立
5
年
目
を

迎
え
た
の
を
記
念
し
て
、
藍
建

て
・
絞
り
染
め
・
型
染
め
・
織

り
の
技
法
を
多
く
の
か
た
が
た

に
ご
覧
い
た
だ
き
、
美
し
い
日

本
の
藍
色
で
あ
る
「
真
壁
藍
」

に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
い
た
だ

こ
う
と
作
品
展
を
開
催
し
ま

す
。

　

お
友
だ
ち
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
会
期
／
10
月
7
日
（
土
）
〜

15
日
（
日
）
10
時
〜
16
時

■
会
場
／
つ
く
ば
市
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
・
さ
く
ら
民
家
園
（
つ

く
ば
市
中
央
公
園
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
内
、
つ
く
ば
エ
キ
ス
ポ
セ
ン

タ
ー
前
）
入
場
無
料

桜
川
市
真
壁
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
調
査

「
真
壁
の
町
並
み
」
報
告
会
を
開
催

3
年
間
に
わ
た
る
調
査
の
結
果
、
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
対
策
調
査
報
告
書
「
真
壁

の
町
並
み
」（
Ａ
４
版
タ
テ
）
が
完
成
し
ま

し
た
。

１
３
０
人
が
参
集
し
て
行
わ
れ
た
桜
川
市

真
壁
町
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
対
策
調
査

「
真
壁
の
町
並
み
」
報
告
会
の
模
様

保
存
対
策
調
査
「
真
壁
の
町
並
み
」
報
告

会
で
記
念
講
演
す
る
、
文
化
庁
文
化
財
部

参
事
官
付
調
査
官
の 

坊
ぼ
う
じ
ょ
う城 

俊と
し

成な
る 

氏

真
壁
藍
保
存
会

５
周
年
記
念
作
品
展

〜
美
し
い
日
本
の

藍
色
に
魅
せ
ら
れ
て
〜



13 12

月　　日 医   療   機   関   名  住　 　　　　　　所 受  付  時  間

10/１ (日)

平島医院 岩瀬 198 0296- 75- 2510

 9:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:00

( 保険証は必ず持参）

安達医院 真壁町田 296 0296- 55- 0061

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

10/８ (日)

鏑木クリニック 加茂部４－１ 0296- 76- 3131

内科宮本医院 真壁町古城 229 － 1 0296- 55- 0101

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

10/９ (月)

上の原病院 上野原地新田 159 － 2 0296- 75- 3128

大塚外科医院 真壁町亀熊 1900 0296- 55- 0512

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

10/15 (日)

袖山医院本院 西桜川 1－ 43 0296- 75- 2019

塚田医院 真壁町飯塚 97－ 1 0296- 55- 0585

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

10/22 (日)

上の原病院 上野原地新田 159 － 2 0296- 75- 3128

田崎内科医院 真壁町田 268 0296- 55- 2511

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

10/29 (日)

山王病院 岩瀬 42 0296- 75- 0600

阿部田医院 真壁町亀熊 123 － 1 0296- 55- 0305

県西総合病院 鍬田 604 0296- 75- 3171

● 10月の休日応急診療医療機関

10月分 健 康 ガイド《問合先》保健福祉部 健康推進課

 0296-75-2486（直通）・3111（代表）

● 10月の成人健診

月　　日 種　　　　　　目 対象地区 内　　　　　　　容

10/４(水）・５(木） 骨粗鬆症検診 旧岩瀬地区 対象：20歳～69歳

10/23 (月）･24 (火））･

　  25 (水）･26 (木）･

　  27 (金）･30 (月））･

　  31 (火）

住民健診（結核・肺がん

健診＋基本健康診査）
旧真壁地区

対象：16歳以上

肝炎ウィルス検査、前立腺がん検査も実施します。

対象／「平成 18年度の桜川市健康診査の申込み」調査で健診を希望された方

● 10月の精神保健
月　　日 種　　　　　　目 開 催 時 間 備　　　　　　　考

10/16 (月) こころの健康相談 13：00 ～ 15：00
精神保健福祉士が担当し、秘密は厳守されます。(要予約）

会場：岩瀬福祉センター

月　　日 会 場 お よ び 受 付 時 間

10/23 (月) カスミ岩瀬店（13：30 ～ 16：00）

● 10月の献血

さくらがわ　2006.9.1さくらがわ　2006.9.1

● 10月の予防接種

対象：岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

対象：真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

10/５ (木)
ポリオ　１回目 H18. ４月～５月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票
ポリオ　２回目 H17.10 月～ H18. １月生

10/11 (水)
三種混合Ⅰ期初回－３回目 H18. ２月～３月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票
三種混合Ⅰ期　追加 H16.12 月～ H17. ３月生

10/13 (金) ＢＣＧ H18. ６月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・
体温計

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

10/２ (月) ＢＣＧ H18. ６月生 13：00 ～ 13：10
母子健康手帳・ＢＣＧ予診票・体
温計

10/６ (金)
ポリオ　１回目 H18. ４月～５月生

13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票
ポリオ　２回目 H17. ７月～ 12月生

10/20 (金) 三種混合Ⅰ期初回－３回目 H18. ２月～３月生 13：30 ～ 14：00 母子健康手帳・体温計・予診票

● 10月の乳幼児健診・相談

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

10/２ (月) ３か月児育児相談 H18. ６月生 13：00 ～ 13：10
母子健康手帳・問診票・バスタ
オル

10/17 (火) １歳６か月児健診 H17. ２月～３月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳・問診票・バスタ
オル、はぶらし（子供用と仕上
げみがき用）

10/30 (月) １歳児健診 H17.10 月生 13：00 ～ 13：20
母子健康手帳・問診票・バスタ
オル

対象／岩瀬・大和地区の方（会場 /岩瀬福祉センター）

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

10/12 (木) ２歳児歯科健診 H16. ８月～９月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・問診票・バスタ
オル、はぶらし（子供用と仕上
げみがき用）

10/13 (金) ３か月児育児相談 H18. ６月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・問診票・バスタ
オル

10/19 (木) ３歳児健診 H15. ７月～８月生 13：10 ～ 13：30
母子健康手帳・通知した内容の
もの・バスタオル

対象／真壁地区の方（会場 /真壁保健センター）

● 10月の母と子の健康づくり

月　　日 種　　　　　　目 対　　　　   象 受 付 時 間 持参する物

10/18 (水) パパ・ママクラス 妊婦・夫 ９：50～ 14：30
母子健康手帳・テキスト

会場：岩瀬福祉センター

※会場等については９月 15日発行の『お知らせ版』に掲載します。
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形
が
似
て
い
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も
実
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が
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な

る
と
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に
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と
ス
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ン
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と
い
う
例
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が
、
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

　

鳴
き
声
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ポ
ン
ス
ポ
ン
と
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こ
え
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と
こ
ろ
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る

ス
ッ
ポ
ン
（
鼈
）
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川
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池
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沼
に
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む
カ
メ
（
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）
の
一
種
で
、別
名
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泥
亀
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肉
は
美
味
で
、
血
は
強
精
剤
と
し
て
珍
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さ
れ
ま
す
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中
国
で
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団
魚
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と
書
か
れ

た
の
は
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中
の
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が
亀
よ
り
も
円
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か
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で
、
日
本
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も
関
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地
方
で
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「
ま

る
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称
さ
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ま
し
た
。

　

お
月
見
が
行
わ
れ
る
天
上
の
月
と
比
べ

る
と
、
同
じ
円
型
で
も
、
ま
さ
に
「
雲
泥

の
差
」
が
あ
る
わ
け
で
す
。
も
っ
と
も
「
月

と
朱
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」
か
ら
転
化
し
た
言
葉
と
す
る
異

説
も
あ
り
ま
す
が
…
。

　

「
提

ち
ょ
う

灯ち
ん

に
釣
り
鐘
」
は
「
月
と
ス
ッ
ポ
ン
」

と
同
様
に
、
形
が
近
く
て
も
釣
り
合
い
が

と
れ
な
い
例
え
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は
重
さ
が
比
べ
も

の
に
な
ら
な
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違
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片
重
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で
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片
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提
灯
と
釣
り
鐘
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し
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れ
て
い
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人
も
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
提
灯
や
釣
り
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現
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ッ
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ン
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現
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で
す
。

　

桜
川
文
芸

　

月
と
ス
ッ
ポ
ン

言
葉
の

履
歴
書

　
　

俳　

句

【
桜
川
市
「
河
」
岩
瀬
俳
句
会
】

能
面
に
沙
羅
の
花
冷
え
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
た
か
子

口
中
に
酸
味
の
は
し
る
草
田
男
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桧
佐　

て
る

起
重
機
の
ロ
ボ
ッ
ト
め
く
や
雲
の
峰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

は
る

そ
こ
に
だ
け
群
れ
し
と
ん
ぼ
う
広
島
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

フ
ク

多
感
な
る
少
女
で
あ
り
し
敗
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
代
み
ち
よ

老
鶯
の
声
き
わ
や
か
な
朝
静し

じ

ま寂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

啓
治

万
緑
へ
吸
ひ
込
ま
れ
ゆ
く
オ
ー
ト
バ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

い
し

日
課
と
す
古
漬
の
水
替
ふ
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
山
ひ
ろ
子

【
茂し

げ

山や
ま

俳
句
会
】

吾
一
語
妻
も
一
語
の
夕
涼
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

植
田　

祥
雲

わ
が
家
に
家
訓
な
ど
な
き
冷
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

つ
ぎ

端
居
し
て
千
恵
子
を
偲
ぶ
岳
土
産

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
葉　

キ
ク

米
寿
て
ふ
達
者
が
自
慢
初
夏
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
ふ
み
い

と
き
め
き
の
あ
り
し
日
遠
き
落
し
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
林　

て
る

咲
き
終
え
た
る
さ
つ
き
来
年
も
咲
か
せ
た
く

素
人
我
は
丁
寧
に
刈
り
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

根
本　

英
子

結
い
あ
げ
し
髪
を
し
き
り
に
気
に
し
つ
つ
山

車
引
く
孫
は
汗
光
ら
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺
ハ
ツ
エ

放
水
は
虹
と
霧
と
を
織
り
ま
ぜ
て
黒
部
の
水

面
は
緑
色
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本
と
よ
子

【
一
般
投
稿
】

電
車
内
メ
ー
ル
黙
々
打
つ
人
ら
暫
し
も
孤
独

に
堪
え
ら
れ
ぬ
如ご

と

　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

鈴
木　

敏
栄

水
入
れ
し
青
田
に
さ
ざ
波
ひ
ろ
が
り
て
静
か

に
ひ
び
く
郭
公
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　

西
飯
岡　

大
山　

し
げ

　
　
　

俚　

謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

草
に
隠
れ
た　

小
さ
な
蛍

露
と
涙
で　

目
が
ひ
か
る　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
く
志
照
美

帯
が
似
合
い
の　

可
愛
い
あ
の
娘

月
も
見
惚
れ
る　

十
三
夜　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南　
　

誠
山

萩
の
露
ほ
ど　

未
練
を
抱
い
て

拗す

ね
た
女
の　

別
れ
傘　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

稲
葉　

建
正

大和中央公民館図書室

書図 案 内刊新BOOK INFORMATION

14

《一般図書》　

でいごの花の下に　　　　　　　　　　池永　　陽

勝っても負けても　　　　　　　　　　池田　晶子

風味絶佳　　　　　　　　　　　　　　山田　詠美

あなたへ　　　　　　　　　　　　　　河崎　愛美

鬼哭の剣　　　　　　　　　　　　　　北方　鎌三

影まつり　　　　　　　　　　　　　　阿刀田　高

やさしい音楽　　　　　　　　　　　　瀬尾まいこ

ハッピーバースデー　　　　　　　　　青木和雄・吉富多美

１００万回の言い訳　　　　　　　　　唯川　　恵

さくらがわ　2006.9.1

真壁中央公民館図書室
《児童図書》

くろずみ小太郎旅日記（１～５巻）　　 飯野　和好

三丁目の夕日　傑作集　　　　　　　　西岸　良平

ハチミツとクローバー（１～９巻）　　 羽海野チカ

バカなおとなにならない脳　　　　　　養老　孟司

田んぼの生きもののおもしろ図鑑　　　湊　　秋作

たのしい理科こばなし（１～２巻）　　 宮内　主斗

盾　シールド　　　　　　　　　　　　村上　　龍

《一般図書》

棄霊島（上・下）　　　　　　　　　　 内田　康夫

栄光なき凱旋（上・下）　　　　　　　 真保　裕一

霞ヶ浦と文学（１～３巻）　　　　　　 田口　　守 ほか

背負い富士　　　　　　　　　　　　　山本　一力

愛の流刑地（上・下）　　　　　　　　 渡辺　淳一

がばいばあちゃんの幸せトランク　　　島田　洋一

散るぞ悲しき（硫黄島総指揮官栗林忠道）　梯　久美子

【今月のおすすめ図書】

子どもにつたえる日本国憲法

井上ひさし・いわさきちひろ

貸出期間　 本：2週間（1人 5冊）／

　　　　　 ビデオ：1週間（1人 1本）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 55 － 0159

岩瀬中央公民館図書室
《児童図書》

そだててあそぼう

１．トマトの絵本　　　　　　　　　　もりとしひこ 編　ひらのえりこ 絵

２．ナスの絵本　　　　　　　　　　　やまだきよし 編　たなかひでゆき 絵

３．サツマイモの絵本　　　　　　　　たけだひでゆき 編　にしなさちこ 絵

４．ジャガイモの絵本　　　　　　　　よしだみのる 編　さいとうやすひさ 絵

５．トウモロコシの絵本　　　　　　　とざわひでお 編　おおくぼひろあき 絵

《一般図書》

ボロボロになった人へ　　　　　　　　リリー・フランキー

チョコレート　コスモス　　　　　　　恩田　　陸

エンド・ゲーム　常野物語　　　　　　恩田　　陸

クローズド・ノート　　　　　　　　　雫井　脩介

地に埋もれて　　　　　　　　　　　　あさのあつこ

スピリチュアル　プチお祓いブック　　江原　啓之

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 75 － 0344

【今月のおすすめ図書】

命がけの夢に生きた日本人

世界の国々に刻まれた歴史の真実

黄　文雄

【今月のおすすめ図書】

貸出期間　 2 週間（１人５冊まで）

開放時間　 9：00 ～ 17：00

休 館 日　 月曜日・祝祭日

問 合 先　 　 0296 － 58 － 7117

弧宿の人　　　　宮部みゆき
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環境にやさしい大豆インキを使用しています。

古紙配合率100％再生紙を使用しています

この広報紙は､環境保護のために古紙配合率100％の
再生紙と植物性大豆油インキを使用しています。

この広報紙は ､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物性
大豆油インキを使用しています

　8月中旬、葉タバコの収穫時期を迎え栽培農家にとって

最も忙しい時期を迎えました。

　3月下旬に植え付けた苗は、大人の背丈くらいに成長。

黄色く色づいた下の葉から順に摘み取っていきます。本木

地区の萩
はぎ

原
わら

徳
のり

雄
お

さんは、「今年は、前半の低温と日照不足

などから葉タバコ育成を心配しましたが、後半気候が持ち

直し作柄は平年並みです。」と述べていました。

【表紙】 葉タバコ収穫が最盛期
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わが家の笑顔わが家の笑顔

お母さんからひとこと

　お母さんの宝物です。

　みんないろいろな性格で、けんかもするけど、素直な

心と優しい気持ちを忘れず、みんな仲よく元気に大きく

なってね。みんな、だぁ～い好き！
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 航
こう

輔
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ちゃん（写真：前列右）

 平成 10年 10 月 19 日生

長
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濱
はま

 明
あ

日
す

香
か

ちゃん（写真：前列左）

 平成 11年 12 月５日生

長
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 鷹
よう

輔
すけ

ちゃん（写真：後列左）

 平成 13年 10 月 23 日生

長
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 千
ち

奈
な

津
つ

ちゃん（写真：前列中央）

 平成 15年７月 18日生

長
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 菜
な

々
な

美
み

ちゃん（写真：後列右から２番目）

 平成 17年４月 22日生

 ( 亀岡地区 )
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谷
貝
・
紫
尾
小
学
校
の
両
校
で
、
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

こ
れ
は
、
子
ど
も
達
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
た
め
に
は

豊
か
な
体
験
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
と
学
校
が

一
体
と
な
り
多
彩
な
地
域
活
動
の
場
と
体
験
機
会
を
年
間
通

し
て
提
供
す
る
取
り
組
み
で
す
。

 

今
回
、
両
校
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
は
児
童
・
保

護
者
・
関
係
団
体
約
３
５
０
人
が
参
加
。
子
ど
も
達
は
、
自

分
の
手
で
宿
泊
用
テ
ン
ト
の
設
営
を
し
た
り
、
ニ
ジ
マ
ス
・

ア
ユ
の
掴
み
取
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ニジマスを、とったどー！

テントでの宿泊も楽しい夏休みの思い出


